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第１章 計画策定の経緯と目的 

 

１．計画策定の経緯と目的 

 福島県伊達郡国見町に所在する阿津賀志山防塁（あつかしやまぼうるい）は、昭和 56 年

に国の指定を受けた史跡である。 

 阿津賀志山防塁は、昭和 49 年から本格化した県営伊達西部地区圃場整備事業の対象地と

して、その大部分が計画範囲となったことを契機とし、史跡の指定の動きが加速し、昭和

56 年にその一部が初めて国の史跡として指定を受ける。指定直後から公有地化の取り組み

が行われ、保存が進められてきた。平成元年には阿津賀志山合戦 800 年記念事業により、

阿津賀志山防塁保存管理計画策定事業が開始され平成 6 年に策定がなされた。保存管理計

画において示された方針のもとに、公有地化事業の再着手、史跡の範囲確認の発掘調査事

業が開始され、平成 28 年には史跡の追加指定を受けている。 

この間、平成 27 年 2 月に国見町歴史的風致維持向上計画（歴史まちづくり計画）の認定

を受け、平成 23 年 3 月 11 日に発災した東日本大震災からの復興をすすめる国見町のまち

づくりにおいて、歴史を活かしたまちづくりの方針が定められた。阿津賀志山防塁の整備

事業においても、同計画の事業として位置付けられている。 

また、平成 27 年 6 月には阿津賀志山防塁整備基本構想を策定し、整備にかかる基本方針

を定めた。 

本計画は、阿津賀志山防塁保存管理計画、同整備基本構想に基づき、国見町のシンボル

である阿津賀志山防塁を地域の誇りとして後世に継承するため、魅力ある史跡空間の創造

に向けた整備を行うことを目的とし、基本計画を策定するものである。 

  

２．本計画の構成 

 本計画は、平成 27 年度から平成 36 年度までの阿津賀志山防塁第Ⅰ期整備にかかわる整

備基本計画および、下二重堀地区における整備地区計画について策定したものである。 

第２章から第５章までは、史跡未指定地を含めた阿津賀志山防塁全体についての概要及

び現況（第２章）、本質的価値としての守るべき価値と対象の明確化（第３章）、整備に向

けた課題の整理（第４章）、課題の対策としての整備の方針（第５章）を示している。 

 第６章の下二重堀地区計画においては、基本計画で示された方針に基づき、下二重堀地

区を対象とし、具体的な方針を記述する。 

 なお地区計画については、第５章において、史跡公園の整備を行う国道４号北側地区及

び下二重堀地区について設けることとしている。このうち下二重堀地区は、史跡範囲の調

査確認や公有地化の状況より整備の早期着手が可能であり、また本史跡の中で最も来訪者

が多く、中尊寺蓮池とあわせた整備計画の検討が必要な地区であることから、先行して地
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区計画を定めるものである。 

また、本計画の整備対象範囲は史跡指定地を核とするが、近年の調査により重要性が明

らかとなってきた周辺の地形についても範囲として取り込み、史跡整備・周辺整備を一体

性のあるものとする。 

 

３．計画の対象と期間 

（１）計画の対象   

阿津賀志山防塁（遺跡番号 0730300076） 

     遺跡面積     120,000.00 ㎡ 

    史跡面積     38,308.30 ㎡ 

     うち公有地面積  25,943.34 ㎡ 

（２）計画の期間   

平成 27 年度～平成 36 年度までの 10 年間（第Ⅰ期整備） 

（３）整備対象箇所   

【史跡公園整備】国道 4 号北側地区・下二重堀地区 

  【環 境 整 備】山頂地区・二重堀始点地区・遠矢崎地区・高橋地区 

 

 

■第Ⅰ期・第Ⅱ期整備期間 

 

    

平成27年度 平成46年度平成36年度

第Ⅰ期整備期間（10年）

第Ⅱ期整備期間（10年）

【第Ⅰ期整備の考え方：来訪者の基点

となる史跡公園の整備と史跡空間の

魅力向上】
【第Ⅱ期整備の考え方：連続性・ひとつ

につながる阿津賀志山防塁】
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■史跡範囲及び第Ⅰ期整備対象地等 
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４．委員会の設置 

 策定に際して「阿津賀志山防塁調査・整備指導委員会」を設置し、検討を行うものとし

た。同委員会委員は、文献史学、考古学、保存科学、造園、景観、活用、観光、地域史の

分野からの専門家および、地元において活用に携わる町民から選出した。 

 

■阿津賀志山防塁調査・整備指導委員会名簿 

氏  名 役 職 等 専門分野 備 考 

入間田 宣 夫 東北大学名誉教授 文献史学 委員長 

上 原 真 人 京都大学名誉教授 考古学 副委員長 

澤 田 正 昭 東北芸術工科大学文化保存修復研究センター長 保存科学  

高  橋  充 福島県立博物館学芸課 専門学芸員 文献史学  

仲 田 茂 司 有限会社仲田種苗園 代表取締役 考古学・造園  

知 野 泰 明 日本大学工学部准教授 景観  

鈴 木 和 隆 うつくしま NPO ﾈｯﾄﾜｰｸ事務局長 活用  

石井 みな子 株式会社ﾊﾟｰﾃｨ・ﾌｰ代表取締役 活用  

伊 藤 祐 子 

福 山 佳代子 
じゃらんリサーチセンター 観光 

(平成 28年度) 

(平成 29年度) 

笠 松 金 次 国見町郷土史研究会会員 地域史  

氏 家 博 昭 国見町中尊寺蓮育成会会長 地元  

小 川 惠 見 国見町文化財ボランティア 地元  

  

■指導・助言 

氏  名 所 属 等 専門分野 備考 

菊 池 利 雄 元国見町文化財保護審議会会長 地域史 顧問 

五 島 昌 也 文化庁文化財部記念物課 文化財調査官   

小 野 忠 大 福島県教育庁文化財課 専門文化財主査   
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５．上位・関連計画 

（１）関連行政計画 

 本計画策定にあたり、関連する行政計画について以下に示す。各計画の連携をもってま

ちづくりを進める。 

 また、阿津賀志山防塁整備関連計画以外について、歴史まちづくりや阿津賀志山防塁整

備に関連する本文中の記述について、以下のとおり抜粋する。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 歴史的風致の維持向上に資する各種事業等の推進・管理 

※２ 歴史的風致維持向上計画と整合性を図る 

 

「心あわせ希望に満ちた 

   豊かで生きがいのある国見町」 

第 5 次国見町振興計画 

（前期計画 平成 22 年 12 月策定） 

（後期計画 平成 28 年 3 月策定） 

計画期間：平成 23 年度～32 年度 

「キラキラの再発見・未来へ・子供たちと」 

1000 年のまち。 

これから 100 年のまちづくり基本計画 

～里まち文化交流都市構想～ 

（平成 25 年 12 月策定） 

計画期間：平成 25 年度～32 年度 

「交流のまち・にぎわい・町民が主役」 

都市計画マスタープラン 

（策定中） 

「人が主役キラキラくにみ」 

国見町人口ビジョン及び 

   まち・ひと・しごと創生総合戦略 

（平成 27 年 10 月策定） 

計画期間：平成 27 年度～31 年度 

「歴史まちづくり」 

国見町歴史的風致維持 

向上計画 ※１ 

（平成 27 年 2 月認定） 

期間：平成 27 年度～36 年度 

「阿津賀志山防塁整備関連計画」 

阿津賀志山防塁保存管理計画 

（平成 6 年策定） 

阿津賀志山防塁整備基本構想 

（平成 27 年 6 月策定） 

阿津賀志山防塁整備基本計画・ 

下二重堀地区計画 ※２ 

（本計画） 

 

※２ 
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① 第 5 次国見町振興計画（後期計画）（平成 28 年 3 月策定） 

  ≪抜粋≫ 

  Ⅰ．地域資源を活かしたまち～里まち・活力のまち・巡りのまち～          

    

 

 

② 1000 年のまち。これから 100 年のまちづくり基本計画（平成 25 年 12 月策定） 

≪抜粋≫ 
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③ 都市計画マスタープラン（平成 30 年度策定予定） 

 

④ 国見町人口ビジョン・まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成 27 年 10 月策定） 

≪抜粋≫ 
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⑤国見町歴史的風致維持向上計画（平成 27 年 2 月認定） 

≪抜粋≫ 
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（２）阿津賀志山防塁整備関連計画について 

 昭和56年の史跡指定以降、阿津賀志山防塁の保存・整備に関わる計画が複数策定されて

いる。史跡指定後の阿津賀志山防塁整備に向けた動きは以下のとおり。 

■昭和56年(1981) 3月14日  全体の約1/3が国史跡への指定 

■昭和55年～昭和63年 史跡公有地化事業(下二重堀地区) 

■平成元年 『八百年祭』の開催 

 

 

 

 

 

 

 

■平成 18 年～平成 19 年 

史跡公有地化事業(国道 4 号北側地区・高橋地区) 

 

 

 

■平成 20 年～平成 27 年 

史跡追加指定に向けた範囲確認の発掘調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■平成 28 年～ 

  史跡公有地化事業(二重堀始点地区・4 号北側地区･下二重堀地区)  

平成元年～平成6年 阿津賀志山防塁保存管理計画策定委員会 

『阿津賀志山防塁保存管理計画』の策定(平成6年3月) 

  →今後の適切な保存のための方針と各地区の管理基準を定める 

  →未指定地の追加指定を目指した調査と指定地の公有化 

  →整備・活用の必要性 

平成23年～平成27年 阿津賀志山防塁整備計画策定委員会 

『阿津賀志山防塁整備基本構想』の策定(平成27年6月) 

  →阿津賀志山防塁の意義 

  →整備の基本方針・整備地区の選定 

  →整備スケジュールの策定 

 

平成27年～ 阿津賀志山防塁調査・整備指導委員会 

『阿津賀志山防塁整備基本計画』の策定 

  →周辺整備を含めた整備地区のゾーニングおよびパース 

  →保存科学的見地を含めた工法の方向性 

  →史跡整備後の活用活性化や周遊性の向上 

平成18年～平成20年 

・阿津賀志山防塁整備懇談会

の開催 

→整備基本構想策定に向けた 

動き 
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６．計画策定に向けた体制 

 本計画策定に向けた体制について以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

○歴史まちづくり庁内検討委員会 

（歴史まちづくりプロジェクトチーム） 

企画情報課、建設課、まちづくり交流課 

・阿津賀志山防塁整備基本計画の検討 

・国見町歴史的風致維持向上計画の整合

調整 

○事務局 

まちづくり交流課 

歴史まちづくり推進室 

・阿津賀志山防塁整備基本計画素案作成 

・関係機関との調整 
意見 

○文化庁 ○国土交通省 

○福島県教育委員会 ○福島県 

 

 

委員会より阿津賀志山防塁整備基本計画（案）を建議 

 

素案提示 

計画案の作成 

阿津賀志山防塁整備基本計画の策定 

連携・検討 

庁内組織 

○ 町 民 

助言 

連携 

 

 

 

 

 

 

○調査指導専門部会の設置 

 

 

○阿津賀志山防塁調査・整備指導 

委員会 

・計画案の協議・検討 

・史跡の整備・保存検討 

・史跡の周辺整備の検討 

・史跡を通じた歴史まちづくり 

の検討 

意見聴取 

○ 国見町歴史的風

致維持向上計画

協議会 

○ 国見町文化財保

護審議会 

ほか 

意見の募集 

調整 ○ 地権者など 

利害関係者 

ワークショップなど 


